
二
六
七

は
じ
め
に

筆
者
が
「
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
禅
宗
の
性
格
（
序

）
1
（

）」
と
題
し
て
、

大
日
房
能
忍
を
開
祖
と
す
る
達
磨
宗
に
関
す
る
さ
さ
や
か
な
内
容
の

論
文
を
学
術
研
究
誌
に
発
表
し
て
か
ら
す
で
に
四
〇
年
近
い
歳
月
が

流
れ
た
。
顧
み
る
と
、
こ
の
論
文
を
執
筆
し
た
当
時
、
達
磨
宗
に
関

心
を
よ
せ
る
研
究
者
は
意
外
と
少
な
く
、
ま
た
達
磨
宗
の
消
長
を
主

題
と
し
た
内
容
の
先
行
論
文
も
十
指
に
満
た
ぬ
状
況
で
あ
っ
た

）
2
（

。
そ

の
た
め
、
筆
者
は
も
っ
ぱ
ら
鷲
尾
順
敬

）
3
（

、
大
久
保
道
舟

）
4
（

、
辻
善
之
助

）
5
（

博
士
ら
が
執
筆
さ
れ
た
論
文
な
ど
を
い
く
ど
も
幾
度
も
読
み
返
し
て
、

達
磨
宗
教
団
の
維
持
や
発
展
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
僧
徒
の

動
向
な
ど
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
自
分
な
り
に
問
題
点
を
さ
ぐ
り

出
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
筆
者
の
処
女
論
文
は
、
奇
遇
に
も

柳
田
聖
山
博
士
の
目
に
止
ま
っ
て
評
価
さ
れ
、
そ
れ
が
大
き
な
励
み

と
な
っ
て
、
そ
の
後
に
「
大
日
房
能
忍
と
達
磨
宗
に
関
す
る
史
料

）
6
（

」

を
掲
載
す
る
機
会
を
得
た
の
で
あ
る
。
そ
の
史
料
集
は
鷲
尾
、
大
久

保
、
辻
博
士
ら
の
研
究
成
果
に
所
引
さ
れ
た
種
々
の
文
献
や
資
料
の

要
文
記
事
を
母
胎
と
し
、
さ
ら
に
筆
者
が
勤
務
し
て
い
た
神
奈
川
県

立
金
沢
文
庫
保
管
の
鎌
倉
時
代
の
写
本
聖
教
類
か
ら
拾
い
集
め
た
い

く
ば
く
か
の
珍
し
い
要
文
を
付
け
加
え
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

ご
く
一
部
の
禅
宗
研
究
者
に
、
一
つ
の
手
引
き
、
簡
便
な
道
具
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
し
い
。

学
問
上
の
あ
る
恩
師
か
ら
、「
高
橋
君
、
論
文
と
い
う
も
の
は
ど
ん

な
に
論
証
を
尽
く
し
て
書
い
た
と
こ
ろ
で
、
い
つ
か
は
色
あ
せ
て
し

ま
う
け
れ
ど
、
資
料
と
い
う
も
の
は
特
有
の
価
値
が
あ
っ
て
、
い
つ

ま
で
も
残
る
よ
。
資
料
は
い
い
よ
。」
と
、
諭
し
励
ま
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
ひ
と
言
は
千
金
の
重
み
を
も
っ
て
、
い
ま
も
筆
者

の
耳
の
底
に
残
っ
て
お
り
、
研
究
に
取
り
組
む
上
で
の
大
き
な
支
え

と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
が
、
日
本
仏
教
を
テ
ー
マ
ー
に
し
た
長
編
の

論
文
を
書
く
よ
り
、
鎌
倉
時
代
の
写
本
聖
教
の
資
料
紹
介
、
な
い
し

は
資
料
の
翻
刻
に
終
始
し
て
い
る
の
も
、
じ
つ
は
恩
師
の
そ
の
ひ
と

こ
と
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
人
と
し
て
生
ま
れ
、

達
磨
宗
に
関
す
る
補
足
事
項

高　

橋　

秀　

榮

駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
硏
究
紀
要
第
六
十
七
號　

平
成
二
十
一
年
三
月



達
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項
（
高
橋
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二
六
八

さ
ら
に
学
術
研
究
の
分
野
に
身
を
置
く
者
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
願

わ
し
い
こ
と
は
、
善
き
師
友
（
学
究
者
、
研
究
者
）
と
善
き
書
物
（
資

料
、
聖
教
）
に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
感
慨
は
、
い
ま
も

変
わ
ら
ず
抱
き
続
け
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
時
節
光
陰
は
矢
の
如
し
、
の
喩
え
通
り
、
達
磨
宗
に

関
す
る
史
料
集
め
い
た
も
の
を
作
成
公
表
し
て
か
ら
早
く
も
三
〇
年

以
上
の
歳
月
が
な
が
れ
た
。
こ
の
間
、
達
磨
宗
に
関
心
を
寄
せ
る
研

究
者
は
数
を
増
し
、
ま
た
新
た
な
関
係
資
料
も
発
見
さ
れ
、
そ
れ
に

と
も
な
っ
て
研
究
成
果
も
格
段
と
増
え
、
今
で
は
外
国
に
も
達
磨
宗

の
研
究
者
が
存
在
す
る
と
仄
聞
す
る
ほ
ど
、
達
磨
宗
に
関
す
る
研
究

は
大
い
な
る
進
展
を
み
た
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
が
能
忍
の
信
仰
活
動

に
興
味
を
覚
え
て
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
関
係
論
文
を
渉
猟
し
、
通
読

し
て
い
た
時
期
と
比
べ
る
と
ま
さ
し
く
隔
世
の
感
が
あ
る
。

さ
て
、
達
磨
宗
に
関
わ
る
珍
し
い
資
料
や
重
要
な
文
献
、
さ
ら
に

は
関
連
す
る
要
文
記
事
は
、
い
ま
な
お
あ
い
つ
い
で
発
見
さ
れ
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
お
ど
ろ
き
を
隠
せ
な
い
で
い
る
。
い
っ
た
い
ぜ
ん

た
い
、
ど
ん
な
資
料
が
新
た
に
見
つ
か
り
、
ま
た
要
文
記
事
が
補
足

で
き
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
そ
の
近
況
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
た
。
先
ず
最
初
に
九
つ
の
補
足
事
項
を
箇
条
書
き
の
標
題
で

示
す
な
ら
ば
、

一
、 

名
古
屋
の
真
福
寺
か
ら
「
能
忍
」「
無
求
尼
」
に
関
わ
る
禅
宗
聖

教
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
。

二
、 

達
磨
宗
門
徒
の「
覚
晏
」は
も
と
比
叡
山
の
僧
侶
で
あ
っ
た
こ
と
。

三
、 

「
覚
晏
」
の
四
百
年
忌
に
ち
な
み
、
誠
拙
周
樗
が
法
語
を
捧
げ
て

い
る
こ
と
。

四
、 

快
慶
作
阿
弥
陀
如
来
像
の
像
内
納
入
文
書
に
も
「
能
忍
」
の
名

が
み
え
る
こ
と
。

五
、 

達
磨
宗
門
徒
の
「
聖
順
房
範
永
」
は
大
和
の
正
暦
寺
に
住
み
、

清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
像
を
造
立
し
た
こ
と
。

六
、 

応
仁
の
乱
で
廃
墟
と
な
る
以
前
の
摂
津
中
嶋
の
三
宝
寺
に
は
子

院
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
こ
と
。

七
、 

『
大
徳
寺
夜
話
』
に
「
大
日
上
人
」
の
名
に
よ
る
関
連
記
事
が
み

え
る
こ
と
。

八
、 

長
野
県
大
昌
寺
所
蔵
の
『
室
中
秘
書
』
に
「
能
忍
」
に
関
す
る

記
事
が
み
え
る
こ
と
。

九
、 

「
拙
庵
徳
光
賛
達
磨
画
像
」
の
模
写
一
幅
（
寸
松
庵
旧
蔵
）
が
売

立
て
に
出
た
こ
と
。

な
ど
で
あ
る
。
以
下
、箇
条
書
き
の
順
に
そ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
、

趣
旨
を
簡
単
に
解
説
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

一
、 

名
古
屋
の
真
福
寺
か
ら
「
能
忍
」「
無
求
尼
」
に

関
わ
る
禅
宗
聖
教
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た

平
成
二
〇
年
六
月
中
旬
、
筆
者
は
東
京
大
学
の
末
木
文
美
士
教
授

か
ら
、
名
古
屋
の
真
福
寺
宝
生
院
大
須
文
庫
か
ら
「
能
忍
」「
無
求
尼
」

の
名
が
記
さ
れ
た
達
磨
宗
関
係
の
新
た
な
写
本
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
、
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二
六
九

そ
し
て
そ
の
写
本
は
、
金
沢
文
庫
所
蔵
の
『
伝
心
法
要
』
と
同
じ
内

容
の
禅
籍
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
電
話
を
い
た
だ
い
た
。

能
忍
を
開
祖
と
す
る
達
磨
宗
に
関
す
る
文
献
、
資
料
や
論
文
に
よ

る
研
究
成
果
は
、
昭
和
六
十
四
年
ま
で
に
ほ
ぼ
出
つ
く
し
た
感
が
あ

っ
た
が
、
さ
ら
に
な
お
平
成
時
代
に
入
っ
て
も
、
史
実
解
明
に
結
び

つ
く
鎌
倉
時
代
の
新
た
な
古
写
本
が
発
見
さ
れ
た
と
な
れ
ば
、
幻
の

禅
宗
一
派
と
も
い
う
べ
き
達
磨
宗
の
実
態
解
明
に
一
石
を
投
ず
る
画

期
的
な
発
見
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
し
て
「
無
求
尼
」
と
い
え

ば
、『
潙
山
警
策
』
の
出
版
に
寄
与
し
た
尼
僧
、
あ
る
い
は
大
乗
寺
本

『
六
祖
壇
経
』
の
奥
書
に
み
え
る
尼
僧
の
こ
と
が
即
座
に
連
想
さ
れ
る

だ
け
に
、
大
き
な
驚
き
を
覚
え
た
。
と
同
時
に
、
目
下
、
下
火
に
な

り
つ
つ
あ
る
達
磨
宗
の
研
究
が
こ
れ
を
契
機
に
ふ
た
た
び
日
の
目
を

み
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
大
き
な
期
待
を
抱
い
た
の
で

あ
る
。

七
月
十
八
日
、
名
古
屋
大
学
教
授
阿
部
泰
郎
氏
の
並
々
な
ら
ぬ
力

の
入
れ
よ
う
で
開
催
さ
れ
た
真
福
寺
大
須
文
庫
を
会
場
に
し
た
プ
レ
・

カ
ン
フ
ア
レ
ン
ス
と
銘
打
っ
た
研
究
会
で
は
、
栄
西
と
能
忍
に
関
わ

る
新
出
資
料
の
展
観
と
資
料
調
査
に
携
わ
っ
た
末
木
文
美
士
、
牧
野

淳
司
、
米
田
真
理
子
、
和
田
有
希
子
氏
ら
四
氏
の
調
査
報
告
が
行
な

わ
れ
た
。

筆
者
が
も
っ
と
も
関
心
を
寄
せ
て
い
る
能
忍
の
達
磨
宗
関
係
資
料

に
つ
い
て
は
、
和
田
有
希
子
氏
か
ら
報
告
が
あ
り
耳
を
傾
け
た
。
こ

の
時
の
報
告
要
旨
は
、
当
日
配
布
さ
れ
た
報
告
書

）
7
（

に
詳
し
く
掲
載
さ

れ
て
い
る
の
で
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
て
、
新
出
し
た
禅
籍
資
料
の
一
番
の
注
目
点
は
、『
伝
心
法
要
』

＋
『
宛
陵
録
』
＋
『
書
名
未
詳
（
か
な
書
き
法
語
集
？
）』
の
三
巻
一

冊
の
装
丁
に
な
る
写
本
の
禅
籍
で
、
し
か
も
四
十
二
紙
目
に
「
文
治

五
年
、
遺
宋
使
帰
朝
時
、
宋
国
佛
照
禅
師
、
送
遣
新
渡
心
要
、
有
先

段
無
後
段
、
而
奥
有
此
伝
心
偈
等
、
己
上
十
八
行
二
百
七
十
七
字
是

秘
本
歟
。
大
日
本
国
特
賜
金
剛
阿
闍
梨
〔
能
忍
〕、
為
弘
廻
之
、
広
灯

心
要
後
段
了
彫
継
之
也
。
後
賢
悉
之
。
彫
料
浄
施
財
者
尼
無
求
」
と

い
う
原
本
刊
記
の
文
章
が
書
き
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

『
伝
心
法
要
』
と
『
宛
陵
録
』
の
二
巻
を
一
冊
に
書
写
し
綴
じ
た
写

本
は
ほ
か
に
も
存
在
す
る
が
、『
伝
心
法
要
』
＋
『
宛
陵
録
』
の
末
尾

に
「
か
な
書
き
の
法
語
集
」
ら
し
い
書
名
未
詳
の
テ
キ
ス
ト
を
一
冊

に
綴
じ
合
わ
せ
た
禅
宗
関
係
の
書
物
の
存
在
は
こ
れ
ま
で
に
見
た
こ

と
も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
も
の
で
、
実
に
珍
し
い
禅
籍
で
あ
る
。
さ

ら
に
驚
き
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
の
は
、『
伝
心
法
要
』
＋
『
宛
陵
録
』

の
末
尾
に
記
さ
れ
た
奥
書
で
あ
っ
た
。「
文
治
五
年
」
と
い
う
年
号
は
、

宋
版
の
『
伝
心
法
要
』
が
わ
が
国
に
伝
来
し
た
年
次
を
語
る
も
の
で

あ
り
、「
能
忍
」
と
「
無
求
尼
」
の
二
人
の
僧
尼
名
を
ま
じ
え
た
文
章
は
、

そ
の
後
の
模
刻
版
本
と
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
無

求
尼
の
施
財
を
も
と
に
、
和
版
に
よ
る
『
伝
心
法
要
』
＋
『
宛
陵
録
』

の
刊
行
が
完
成
し
た
の
は
建
久
年
間
の
こ
と
か
と
推
察
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
奥
書
か
ら
は
、
示
唆
に
富
む
い
ろ
い
ろ
な
情
報

が
読
み
取
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
『
伝
心
法
要
』
の
書
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名
が
「
心
要
」
と
略
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の

略
称
は
き
わ
め
て
重
要
だ
と
思
う
。
と
い
う
の
は
、
能
忍
の
高
弟
の

覚
晏
が
「
心
要
提
示
」
と
題
す
る
書
物
を
著
わ
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
と
関
連
性
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
ま

は
類
推
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
が
、
覚
晏
の
「
心
要
提
示
」
と
題
す

る
書
物
は
、
も
し
か
す
る
と
『
伝
心
法
要
』
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
第
二
に
注
目
す
べ
き
は
、
能
忍
の
肩
書
き
が
「
大
日
本

国
特
賜
金
剛
阿
闍
梨
能
忍
」
と
い
う
よ
う
に
、
密
教
僧
の
そ
れ
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
能
忍
が
天
台
密
教
を
学
ん
だ
僧
侶
で
あ
っ

た
こ
と
は
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
記
事
か
ら
あ
る
程
度
予
測
が
つ
い
て

い
た
が
、
新
出
資
料
の
禅
籍
の
奥
書
か
ら
、
そ
の
点
が
明
白
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、『
伝
心
法
要
』
＋
『
宛
陵
録
』
の
二
巻
一
冊
と
い
う
書

冊
形
式
を
と
る
テ
キ
ス
ト
は
、
宋
版
、
五
山
版
、
写
本
の
い
ず
れ
に

お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
福
州
開
元
寺
版
宋
版
一
切
経
の

中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
伝
心
法
要
』（
南
宋
時
代
の
紹
興
十
八
年
に

開
版
し
た
題
記
が
あ
る
。
ま
た
内
題
と
尾
題
の
下
に
は
千
字
文
の「
實
」

字
が
刻
ま
れ
て
い
る
）
は
、
一
折
六
行
、
一
行
十
七
文
字
の
配
分
で
、

全
十
八
紙
を
数
え
る
折
帖
装
の
版
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
「
黄
檗

断
際
禅
師
宛
陵
録
」
の
内
題
、
尾
題
が
あ
り
、『
伝
心
法
要
』（
本
文

は
第
一
紙
か
ら
十
二
紙
ま
で
）
と
『
宛
陵
録
』（
本
文
は
第
十
二
紙
か

ら
終
わ
り
の
十
八
紙
ま
で
）
の
版
式
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
ま

た
第
十
三
紙
目
の
柱
（
版
心
）
に
は
、「
實　

法
要
宛
陵
録　

十
三　

王
英
」
の
細
字
刻
銘
が
あ
り
、『
伝
心
法
要
』
と
『
宛
陵
録
』
は
二
巻

一
帖
の
形
態
を
採
る
折
帖
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
も
確
か
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
は
京
都
の
知
恩
院
所
蔵
本
の
一
切
経
も
同

じ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
金
沢
文
庫
保
管
の
宋
版
本
は
、
前
二
紙
が
欠

落
し
て
い
る
が
、
本
文
に
訓
点
、
返
り
点
、
送
り
仮
名
な
ど
、
学
習

の
跡
が
認
め
ら
れ
る
善
本
で
あ
る
。

一
方
、
わ
が
国
で
印
刷
さ
れ
た
『
伝
心
法
要
』
は
、『
宛
陵
録
』
と

合
併
調
巻
さ
れ
た
二
巻
一
帖
の
形
態
を
採
る
折
帖
本
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
、（
1
）
弘
安
六
年
刊
行
の
『
伝
心
法
要
』（
大
東
急
記
念
文
庫

所
蔵
）、（
2
）
正
安
四
年
（
一
三
〇
二
）
刊
行
の
『
伝
心
法
要
』（
金

沢
文
庫
保
管
）、（
3
）
刊
年
不
詳
の
『
伝
心
法
要
』
な
ど
が
あ
る
。

と
も
ど
も
宋
版
一
切
経
の
構
成
に
倣
っ
て
、『
伝
心
法
要
』
の
末
尾
に

『
宛
陵
録
』
を
添
付
す
る
書
冊
形
態
の
禅
籍
と
な
っ
て
い
る
。（
1
）

 

（
2
） 

の
両
本
は
と
も
に
二
巻
一
冊
本
の
構
成
で
、
片
面
九
行
×
十
六
文
字

の
同
版
で
あ
る
。
た
だ
し
罫
線
の
有
無
に
相
違
点
が
み
ら
れ
る
（
大

東
急
本
は
毎
丁
に
罫
線
を
付
す
が
、
金
沢
文
庫
本
は
無
罫
線
で
あ
る
）。

そ
れ
に
対
し
て
今
回
発
見
さ
れ
た
大
須
文
庫
本
の
「
黄
檗
断
際
禅
師

宛
陵
録
」
は
、
宋
版
一
切
経
の
版
経
、
な
ら
び
に
鎌
倉
時
代
に
印
刷
さ

れ
た
版
本
と
内
容
は
同
じ
で
あ
る
が
、
相
違
点
も
少
な
く
な
い
。
宋
版

一
切
経
は
、
一
行
十
七
文
字
で
あ
る
が
、
和
版
本
は
一
行
一
六
文
字
で

あ
る
。
大
須
文
庫
本
は
片
面
一
〇
行
、
一
行
あ
た
り
十
七
～
十
八
文
字

の
配
分
で
書
写
さ
れ
た
冊
子
本
で
あ
る
。
文
中
に
施
さ
れ
た
返
り
点
、

送
り
仮
名
が
、
金
沢
文
庫
保
管
の
宋
版
一
切
経
や
五
山
版
の
テ
キ
ス
ト

に
施
さ
れ
た
も
の
と
違
う
。
ま
た
「
宛
陵
録
」
の
末
文
が
省
略
さ
れ
て
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い
る
。
加
え
て
も
っ
と
も
大
き
な
相
違
点
は
、
大
須
本
に
は
、
末
尾
に

「
能
忍
」「
無
求
尼
」
の
名
を
刻
ん
だ
文
章
（
お
そ
ら
く
印
刷
本
の
刊
記

に
相
当
す
る
も
の
）
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
大
き
な
要
素
で
あ

る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
書
写
奥
書
が
無
い
。

奥
書
と
い
う
の
は
、一
冊
の
書
物
が
、い
つ
、ど
こ
で
、誰
に
よ
っ
て
、

何
の
た
め
に
筆
を
染
め
て
出
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
、
と
い
う
こ

と
を
記
録
し
た
文
章
で
、
書
物
誕
生
の
来
歴
を
語
る
重
要
な
も
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
大
須
本
に
は
本
文
の
最
後
を
飾
る
一
紙
と
裏
表
紙

が
い
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
た
め
で
も
あ
る
が
、
そ
の
肝
心
な

書
写
奥
書
が
見
当
た
ら
な
い
。
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
、
書
写
し
た

禅
籍
な
の
か
、
こ
の
点
が
明
ら
か
で
な
い
の
が
返
す
返
す
も
惜
し
ま

れ
て
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
能
忍
が
在
世
中
に
、
拙
庵
徳
光
か
ら
『
潙
山
大
圓
禅

師
警
策
』（
以
下
、『
潙
山
警
策
』
と
略
称
）
と
題
す
る
宋
版
本
の
禅

籍
を
贈
ら
れ
た
と
い
い
、
そ
の
末
尾
に
は
「
此
書
者
、
宋
国
明
州
廣

利
禅
寺
長
老
佛
照
国
師
、
付
遺
宋
使
所
恩
賜
也
。
日
本
国
能
忍
令
雕

板
、
願
弘
道
矣
、
施
浄
財
者
尼
無
求
」
と
い
う
文
面
の
刊
記

）
8
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が
刻
ま

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
宋
版
本
の

遺
存
を
聞
か
な
い
。
古
来
の
印
刷
本
を
集
大
成
し
た
大
型
の
図
書
に

も
、
そ
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
な
い
。
原
本
は
い
っ
た
い
ど

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
全
国
各
地
の
寺
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
文

化
財
の
調
査
報
告
書
を
丹
念
に
開
い
て
も
、
い
ま
だ
に
そ
の
存
在
を

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
能
忍
の
帰
依
者
の
無
求
尼
が
施
財
者

と
な
っ
て
印
刷
さ
れ
た
と
伝
え
る
和
版
本
の
『
潙
山
警
策
』
も
、
ま

た
底
本
に
用
い
た
は
ず
の
宋
版
本
も
目
の
当
た
り
に
し
た
人
が
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
い
っ
た
い
、
そ
の
禅
籍
は
ど
こ
に
秘
蔵
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
禿
氏
祐
祥
氏
が
早
く
か

ら
疑
問
を
も
た
れ
て
い
て
、「
禅
籍
の
初
出
は
建
久
年
間
に
能
忍
の
開

版
し
た
潙
山
警
策
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
刻
本
に
つ
い

て
充
分
に
能
忍
研
究
し
な
け
れ
ば
信
用
出
来
な
い

）
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」
と
指
摘
さ
れ
て

い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
筆
者
も
以
前
か
ら
ど
う
も
疑
わ
し
い
な
あ
と
感

じ
て
い
た
の
で
、
あ
る
時
、
書
誌
学
の
泰
斗
川
瀬
一
馬
氏
に
直
接
質

問
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
は
西
村
兼
文
の
偽
妄
か
も
し
れ
な
い
」
と
の

返
答
を
受
け
、
そ
れ
な
ら
ば
い
た
し
か
た
な
し
と
納
得
し
た
こ
と
を

記
憶
し
て
い
る
。
と
な
る
と
、
古
来
、
能
忍
は
『
潙
山
警
策
』
の
刊

行
者
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
じ
つ
は
そ
の
よ
う
な
書
名
の
禅
籍
は

印
刷
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

尼
無
求
が
『
伝
心
法
要
』
の
刊
行
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、

今
度
の
新
出
写
本
の
発
見
で
明
白
に
な
っ
た
。
も
し
か
す
る
と
、
尼

無
求
の
施
財
に
よ
る
禅
籍
の
刊
行
は
、『
伝
心
法
要
』
だ
け
で
あ
っ
て
、

『
潙
山
警
策
』
の
刊
行
と
は
か
か
わ
り
が
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
と
い
う
の
は
、
達
磨
宗
の
宗
風
、
な
い
し
は
教
学
を
さ
ぐ
る

上
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
『
成
等
正
覚
論
』
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の

関
係
文
書
を
丹
念
に
読
み
ほ
ぐ
し
て
も
、
い
っ
こ
う
に
『
潙
山
警
策
』

の
要
文
の
引
用
が
見
い
だ
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
達
磨
宗
の
門
徒

に
と
っ
て
、
重
要
視
さ
れ
た
禅
籍
の
一
つ
で
あ
る
な
ら
ば
、
必
ず
や
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ど
こ
か
に
一
文
半
句
な
り
、
引
用
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
と

思
う
の
で
あ
る
が
、そ
の
痕
跡
は
ま
っ
た
く
見
当
た
ら
な
い
。
例
え
ば
、

真
言
僧
の
頼
瑜
が
著
し
た
『
顕
密
問
答
抄
』
と
い
う
聖
教
を
見
る
と
、

そ
の
文
中
に
は
、「
宗
鏡
録
」「
伝
心
法
要
」「
首
楞
厳
経
」「
血
脈
譜
」

な
ど
、
達
磨
宗
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
の
と
同
じ
書
名
の
禅
籍
の
要

文
が
引
用
さ
れ
て
い
る

）
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が
、『
潙
山
警
策
』
の
書
名
は
一
度
も
見
出
さ

れ
な
い
。
じ
つ
に
不
自
然
で
あ
り
、
不
可
解
で
あ
る
。

達
磨
宗
の
開
祖
能
忍
な
ら
び
に
覚
晏
を
筆
頭
と
す
る
門
弟
ら
は
、

最
澄
の
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』、
安
然
の
『
教
時
義
』
や
『
教
時

諍
論
』、あ
る
い
は
中
国
で
著
さ
れ
た
『
六
祖
壇
経
』『
伝
心
法
要
』『
宛

陵
録
』『
宗
鏡
録
』『
首
楞
厳
経
』
な
ど
を
書
写
し
学
習
し
て
い
た
可

能
性
が
よ
り
い
っ
そ
う
高
く
な
っ
た
。
本
書
の
出
現
は
、
能
忍
の
事

跡
と
そ
の
禅
風
の
研
究
に
新
た
な
光
彩
を
加
え
る
基
本
資
料
と
も
い

え
る
も
の
で
、
ま
こ
と
に
貴
重
で
あ
る
。

二
、 

達
磨
宗
門
徒
の
「
覚
晏
」
は
も
と
比
叡
山
の
僧
侶
で

あ
っ
た

達
磨
宗
の
開
祖
能
忍
の
門
弟
で
、
教
団
の
継
承
者
で
あ
っ
た
覚
晏

の
経
歴
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
い
。
生
没
年
も
、
家
系
も
明
ら
か
で

な
い
し
、
出
家
の
時
期
や
そ
の
動
機
も
、
ま
た
修
学
の
足
跡
、
修
行

の
経
歴
な
ど
皆
目
知
ら
れ
な
い
。
京
都
八
幡
市
の
正
法
寺
（
能
忍
の

甥
の
平
景
清
の
墓
所
の
一
つ
と
の
伝
承
も
あ
る
）
に
は
鎌
倉
時
代
の

古
文
書
な
ど
複
数
の
達
磨
宗
関
係
文
書
が
残
っ
て
い
る
が
、
覚
晏
の

名
が
明
記
さ
れ
た
文
書
、
記
録
類
は
皆
無
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
覚
晏

の
行
状
記
も
存
在
し
な
い
。

た
だ
わ
ず
か
に
、徹
通
義
介
が
瑩
山
紹
瑾
に
与
え
た
『
嗣
書
之
助
証
』

に
そ
の
名
が
み
ら
れ
る
程
度
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
能
忍
の
後
を
継

い
で
、
京
都
の
東
山
か
ら
大
和
の
多
武
峯
に
布
教
活
動
の
場
を
移
し
、

達
磨
宗
の
存
続
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、門
弟
の
懐
奘
に
『
首
楞
厳
経
』

の
「
頻
伽
瓶
」
の
比
喩
を
提
示
し
て
、
見
性
成
仏
の
奥
義
を
省
悟
さ

せ
た
豊
か
な
見
識
と
指
導
力
の
あ
る
す
ぐ
れ
た
禅
者
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
と
、
著
作
に
『
心
要
提
示
』
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
著
作
も
、
は
た

し
て
ど
ん
な
内
容
の
書
物
で
あ
っ
た
の
か
、
今
日
に
伝
存
せ
ず
、
そ

の
人
物
像
の
真
相
解
明
が
待
た
れ
つ
づ
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
年
、
こ
の
人
物
の
経
歴
に
関
し
て
一
つ
だ
け

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
金
沢
文
庫
が
保
管
す
る
鎌

倉
時
代
の
（『
法
華
文
句
第
二
雑
見
聞
』
四
月
十
六
日
始
之
）
と
題
す

る
聖
教
の
中
に
、「
仏
地
房
、
首
楞
経
、
始
テ
点
ス
ト
云
々
、
本
山
僧
」

と
あ
っ
て
、
仏
地
房
す
な
わ
ち
覚
晏
が
「
本
山
僧
」
＝
（
も
と
や
ま

の
そ
う
、
も
と
さ
ん
ぞ
う
と
発
音
し
、
元
来
比
叡
山
の
僧
＝
本
来
比

叡
山
の
僧
の
意
味
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

）
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。

覚
晏
が
天
台
宗
の
僧
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
か
な
り
以
前
に
、
村
上

素
道
氏
が
「
当
時
多
武
峯
に
覚
晏
和
尚
と
い
ふ
方
が
あ
っ
て
、
此
方

は
原
と
天
台
宗
の
人
で
あ
る
が

）
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（

」
と
記
し
て
お
り
、
一
部
の
研
究
者
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に
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
よ
り
具
体
的
に
比
叡
山
出
身
の
天
台
僧
で

あ
っ
た
こ
と
が
、
由
緒
確
か
な
鎌
倉
時
代
の
写
本
聖
教
の
中
に
そ
の

証
拠
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
と
な
ろ
う
。

覚
晏
が
叡
山
の
僧
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
新
た
な
考
察
の

糸
口
が
開
か
れ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
鎌

倉
時
代
の
初
期
に
禅
の
信
仰
布
教
を
め
ざ
し
た
僧
侶
の
多
く
は
叡
山

で
顕
密
二
教
を
修
学
し
た
経
歴
を
も
つ
人
々
で
あ
る
。
栄
西
を
筆
頭

に
、
能
忍
、
覚
晏
、
道
元
、
懐
奘
ら
の
名
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
人
々
は
大
な
り
小
な
り
、
叡
山
で
の
修
学
中
に
、
中
国
で
は
禅

宗
が
す
こ
ぶ
る
隆
盛
で
あ
る
、
と
の
新
し
い
情
報
を
得
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
人
づ
て
に
も
最
新
情
報
を
共
有
し
う
る
環
境

の
中
に
身
を
置
い
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
よ
し
や
時
期
的
に
多
少

の
ず
れ
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
あ
い
前
後
し
て
、
叡
山
に
て
修

学
し
て
い
た
経
歴
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
は
、
入
唐
帰
朝
の
経
験
を
も
ち
な
が
ら
消
息
を
絶
っ
た
覚
阿

と
、
達
磨
宗
の
覚
晏
の
二
人
の
関
係
に
注
目
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

二
人
と
も
に
関
係
資
料
が
乏
し
く
、
研
究
が
阻
ま
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
法
名
に
「
覚
」
の
文
字
が
つ
い
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
す

る
の
で
あ
る
。
覚
晏
が
叡
山
の
僧
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
し
て
、

覚
阿
―
能
忍
―
覚
晏
と
い
う
三
人
の
禅
宗
志
向
の
流
れ
が
一
本
の
線

で
つ
な
が
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初

期
に
か
け
て
、
覚
阿
が
叡
山
に
齎
し
た
禅
籍
が
能
忍
の
眼
に
ふ
れ
て

禅
宗
一
派
の
新
規
開
宗
を
促
し
、
そ
の
動
向
に
覚
晏
は
従
っ
た
と
す

る
図
式
が
考
え
ら
れ
は
し
な
い
か
。

三
、 「
覚
晏
」
の
四
百
年
忌
に
ち
な
み
、
誠
拙
周
樗
が

法
語
を
捧
げ
て
い
る

江
戸
時
代
の
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
鎌
倉
円
覚
寺
の

住
持
に
な
り
、
百
廃
を
一
興
し
た
と
い
う
傑
僧
誠
拙
周
樗
（
？
～

一
八
二
〇
）
の
『
誠
拙
禅
師
語
録
』
に
、「
熊
嶽
開
祖
仏
地
禅
師
四
百

年
」
と
題
し
た
「
拈
出
す
。
禅
師
は
東
嶽
の
真
、
分
明
に
是
れ
旧
時

の
人
に
あ
ら
ず
。
傷
風
、
今
日
、
序
髪
す
る
に
慵
し
。
惹
き
得
た
り
、

満
堂
一
笑
の
新
た
な
る
こ
と
を
。」
と
い
う
法
語
一
編
が
収
録
さ
れ
て

い
る

）
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。
と
り
た
て
て
ど
う
と
い
う
こ
と
も
な
い
内
容
の
法
語
で
あ
る

が
、
標
題
に
「
熊
嶽
開
祖
仏
地
禅
師
」
と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

「
熊
嶽
開
祖
」
と
い
え
ば
、
先
ず
は
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
旅
し
て
、

禅
を
伝
え
、
没
後
、
熊
耳
山
に
埋
葬
さ
れ
た
と
伝
え
る
菩
提
達
磨
そ

の
人
の
こ
と
が
連
想
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
続
け
て
「
仏
地
禅
師
」
と

明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
は
中
国
禅
宗
の
開
祖
、
達
磨
大
師
そ

の
人
の
こ
と
で
は
な
く
、
わ
が
国
の
鎌
倉
時
代
初
期
に
、
天
成
の
禅

者
能
忍
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
達
磨
宗
の
高
弟
、
仏
地
房
覚
晏
（
生
没

年
不
詳
）
に
対
す
る
尊
称
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
の
法
語
の
内
容
の
良
し
悪
し
は
と
も
か
く
と
し
て
、
重
要
な
の

は
、
江
戸
時
代
に
下
っ
て
も
な
お
達
磨
宗
の
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
門

下
に
い
た
仏
地
房
覚
晏
の
存
在
が
忘
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
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歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
法
語
は
、
道
元
下
に
参
学
し
て

そ
の
後
の
教
団
を
守
り
立
て
た
達
磨
宗
出
身
の
経
歴
を
帯
び
た
曹
洞

宗
の
僧
侶
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
臨
済
宗
の
禅
僧
に
関
心
が
も
た

れ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

近
時
、
石
井
修
道
氏
の
研
究
に
よ
り
、
達
磨
宗
の
開
祖
能
忍
の
禅

は
、
「
臨
済
宗
大
慧
派
の
宗
風
で
は
な
く
、
唐
代
禅
に
近
い

）
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」
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、こ
の
法
語
を
み
る
と
こ
ろ
、

江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
能
忍
が
開
い
た
達
磨
宗
は
、
中
国
の
臨
済

宗
の
系
譜
に
列
な
る
禅
宗
の
一
派
と
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。ち

な
み
に
仏
地
房
覚
晏
の
房
号
に
関
し
て
、
ひ
と
こ
と
補
足
し

て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
鎌
倉
時
代
に
法
華
経
信
仰

を
力
説
し
た
日
蓮
は
、
念
仏
宗
の
法
然
と
達
磨
宗
の
能
忍
と
を
並

び
あ
げ
て
、
そ
の
宗
教
活
動
を
注
目
し
て
い
た
人
物
で
も
あ
っ
た

が
、
『
教
機
時
国
抄
』
と
い
う
著
作
の
文
中
に
は
、
「
大
日
仏
陀
、

禅
宗
を
弘
め
」
と
い
う
一
文
が
記
さ
れ
て
い
る

）
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。
こ
の
文
章
を
ど

う
読
む
か
、
ど
う
解
釈
す
る
か
。
「
大
日
仏
陀
」
を
大
日
房
た
だ
一

人
の
こ
と
と
み
る
か
、
大
日
房
と
仏
地
房
の
二
人
と
み
る
か
、
研

究
者
の
間
で
二
つ
の
解
釈
が
生
ま
れ
て
い
た
が
、
宮
崎
英
修
氏
は
、

大
日
と
仏
陀
の
間
に
中
黒
点
を
施
し
て
、
大
日
房
能
忍
と
仏
地
房

覚
晏
（
仏
陀
＝
仏
地
）
の
二
人
の
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
た
。

筆
者
は
そ
の
説
に
賛
同
し
た
い
。

日
蓮
は
、
三
人
の
僧
名
を
表
記
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
源
空
、
能
忍
、

覚
晏
と
い
う
法
名
を
用
い
ず
、
法
然
、
大
日
、
仏
地
と
い
う
房
号
で

表
記
し
、
区
別
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
た
ま
た
ま
仏
地
の
房
号
を

仏
陀
と
書
き
誤
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
あ
る

）
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。
し
て
み
る
と
、
右
の
法
語
の
表
題
に
み
る
「
熊
嶽
開
祖
仏

地
禅
師
」
す
な
わ
ち
仏
地
房
覚
晏
の
達
磨
宗
開
祖
と
い
う
こ
と
は
あ

り
え
ず
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
は
大
き
な
誤
り
と
な
る
わ
け
で
あ
る

が
、
四
百
年
後
の
追
善
供
養
の
時
点
に
お
い
て
は
、
達
磨
宗
の
開
祖

に
匹
敵
す
る
高
僧
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
記
念
の
遠
忌
に
心
寄
せ
る
僧

侶
か
ら
追
慕
さ
れ
、
法
語
一
篇
を
手
向
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

い
ま
こ
こ
で
は
、
こ
れ
以
上
の
考
察
を
省
く
が
、
江
戸
時
代
に
な

っ
て
も
な
お
達
磨
宗
の
宗
風
活
動
に
尽
く
し
た
門
弟
の
存
在
は
忘
れ

去
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
、
そ
し
て
臨
済
宗
の
禅
僧
誠
拙

周
樗
が
、
仏
地
房
覚
晏
の
四
百
年
供
養
に
ち
な
ん
で
法
語
を
献
じ
た

と
い
う
事
実
は
十
分
に
注
目
し
て
い
い
だ
ろ
う
。

四
、 

快
慶
作
阿
弥
陀
如
来
像
の
像
内
納
入
文
書
に

「
能
忍
」
の
名
が
み
え
る

京
都
市
北
区
鷹
峯
光
悦
町
に
所
在
す
る
遣
迎
院
の
阿
弥
陀
如
来

像
の
像
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
如
来
立
像
印
仏
」（「
建
久
五
年
六
月

二
十
九
日
始
之
」
の
端
書
が
あ
る
印
仏
も
混
在
）
の
中
（
№
５-

１
）

に
、「
仏
師
快
慶
、
重
源
、
栄
西
、
鑁
阿
」
ら
の
名
に
ま
じ
っ
て
「
能

忍
」
の
名
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
能
忍
の
門
弟
か
と
み
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な
さ
れ
る
蓮
阿
弥
陀
仏
、
観
照
、
定
観
ら
の
名
前
も
見
出
さ
れ
る

）
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こ
の
印
仏
な
ど
七
十
三
紙
に
列
記
さ
れ
た
一
万
二
千
余
名
に
の
ぼ

る
結
縁
交
名
を
解
読
、
翻
刻
し
、
さ
ら
に
そ
の
内
容
を
こ
ま
か
に
分

析
さ
れ
た
青
木
淳
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
遣
迎
院
は
、
法
然
の
弟
子

の
証
空
に
帰
依
し
た
藤
原
道
家
が
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
に
建
立

し
た
寺
院
で
、
そ
の
当
初
、
寺
地
は
東
福
寺
の
近
く
で
、
三
ノ
橋
南

に
あ
っ
た
が
、
歴
史
を
重
ね
て
、
昭
和
三
〇
年
に
現
在
地
に
移
っ
た

と
い
う
。
鎌
倉
時
代
の
初
め
に
創
建
さ
れ
た
遣
迎
院
が
、
そ
の
当
時
、

東
福
寺
の
近
く
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
達
磨
宗
の
布
教
拠
点
の

一
つ
で
あ
っ
た
東
山
に
隣
接
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

法
然
の
門
弟
が
『
宗
鏡
録
』
の
内
容
に
関
し
て
能
忍
と
問
答
し
た

と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
そ
れ
な
ど
も
遣
迎
院
の
阿
弥
陀
如
来
像
と

の
縁
を
も
っ
て
い
た
能
忍
と
の
絡
み
で
真
実
性
が
高
ま
っ
て
く
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
東
山
の
信
仰
活
動
の
エ
リ
ア
に
両
寺
が
隣
接

し
て
存
在
し
て
い
た
な
ら
ば
、
藤
原
道
家
が
発
願
し
た
仏
像
の
造
営

完
成
を
祈
っ
て
、
応
分
の
喜
捨
を
施
し
助
け
る
と
い
う
善
行
は
実
現

可
能
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る

）
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。

あ
わ
せ
て
こ
の
印
仏
に
能
忍
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
重
要

さ
は
、能
忍
が
少
な
く
と
も
「
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
六
月
二
十
九
日
」

頃
ま
で
は
確
実
に
存
命
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、

『
百
練
抄
』
に
「
在
京
上
人
能
忍
」
と
記
さ
れ
て
い
る
記
事
と
も
深
い

関
連
性
が
あ
る
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
年
号
が
明
記
さ
れ
た
印
仏
が

わ
ず
か
一
枚
だ
け
、
と
い
う
の
が
何
と
も
心
も
と
な
い
が
、
建
久
年

間
こ
ろ
、
能
忍
が
京
都
の
東
山
界
隈
に
独
自
の
宗
風
を
ひ
ろ
め
る
た

め
の
地
盤
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
一
つ
の
証
と
も
な

る
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

五
、
達
磨
宗
門
徒
の
「
聖
順
房
範
永
」
は
大
和
の
正
暦

寺
に
住
み
、
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
像
を
造
立
し
た

能
忍
を
開
祖
と
す
る
達
磨
宗
の
初
期
教
団
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
僧
尼

が
混
じ
っ
て
い
て
、
宗
風
を
鼓
吹
し
て
い
た
。
能
忍
の
不
幸
な
死
に

直
面
し
て
、
教
団
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
も
し
た
が
、
そ
の
後
を
継
い

だ
覚
晏
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
教
団
の
維
持
が
図
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。

能
忍
の
没
後
に
、
一
部
の
僧
尼
の
離
散
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

弟
子
か
ら
孫
弟
子
へ
と
法
の
相
続
が
行
な
わ
れ
、
お
お
よ
そ
室
町
時

代
の
初
頭
、
応
仁
の
頃
ま
で
は
、
摂
津
三
宝
寺
に
お
け
る
布
教
活
動

は
継
続
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
京
都
八
幡
市
正
法
寺
所
蔵
の
関

係
資
料
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
歴
史
的
事
実
で
あ
る

）
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と
こ
ろ
で
、
門
弟
の
離
散
と
い
う
こ
と
に
ち
な
ん
で
一
つ
補
足
す

べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
能
忍
の
没
後
に
、
摂
津
三
宝
寺
で
達
磨

宗
の
宗
風
を
学
び
、
舎
利
信
仰
を
育
ん
で
い
た
聖
順
房
範
永
と
い
う

僧
が
、
そ
の
教
団
を
離
れ
て
、
大
和
の
正
暦
寺
（
菩
提
山
寺
と
も
呼

称
す
る
）
に
移
り
、
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
像
を
造
立
し
て
い
る
と
い

う
新
た
な
事
実
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
岐
阜
県
本
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巣
郡
巣
南
町
の
即
心
院
に
伝
わ
る
古
い
仏
像
の
修
理
を
通
じ
て
、
そ

の
像
内
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
の
文
書
に
記
さ
れ
た
文
面
か

ら
明
ら
か
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
が
、
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
事
柄

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
仏
像
の
調
査
に
当
た
ら
れ
た
成
城
大
学
学
長
の
清
水
真
澄
氏

の
論
文

）
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に
よ
れ
ば
、
そ
の
像
は
来
迎
印
を
結
ぶ
阿
弥
陀
如
来
像
で
、

全
身
薫
香
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
全
身
に
施
さ
れ
て
い
た
金
泥
、
彩
色
、

切
金
模
様
も
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
頭
髪
と
衲
衣
の
形
態
か
ら
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
像
で
あ
る
こ

と
が
明
白
に
判
断
さ
れ
た
の
で
、
当
初
の
像
容
に
戻
す
修
理
を
行
な

っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
像
内
か
ら
「
文
応
元
年
申
五
月
十
四
日
、
大
和

国
菩
提
山
寺
□
□
□
院
、
施
主
範
永
聖
順
房
此
造
立
畢
、
□
法
界
□

（
衆
か
）
生
平
等
利
益
并
四
恩
法
界
、
覚
円
仏
子
造
之
、
□
平
等
々
々

利
益
敬
白
」
と
墨
書
き
さ
れ
た
文
書
一
紙
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
清
水
氏
は
文
字
が
虫
に
食
わ
れ
て
い
て
判
読
で
き
な
か
っ

た
箇
所
を
□
に
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
が
推
定
す
る
と
こ
ろ
、
菩
提

山
寺
の
下
の
□
□
□
院
は
お
そ
ら
く
「
四
十
九
院
」、
造
立
畢
の
下
の

□
法
界
は
、「
為
法
界
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
筆
者
が
こ
の
仏
像
と
納
入
文
書
に
特
別
に
関
心
を
よ

せ
る
の
は
、
仏
像
の
す
が
た
か
た
ち
が
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
像
で
あ

る
こ
と
も
さ
り
と
て
、
そ
の
造
立
発
願
の
施
主
が
聖
順
房
範
永
と
い

う
僧
侶
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
人
物
こ
そ
、
じ
つ
は
能
忍
を

開
祖
と
す
る
達
磨
宗
と
も
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
聖
順
房
範
永
そ
の
人

に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
で
あ
る
。
清
水
氏
か
ら
こ

の
論
文
を
頂
戴
し
、
拝
読
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
見
覚
え
の
あ
る
聖

順
房
範
永
と
い
う
僧
名
が
見
い
だ
せ
る
で
は
な
い
か
。
背
筋
に
電
気

が
走
る
か
の
よ
う
な
驚
き
を
覚
え
た
記
憶
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
か

な
り
以
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
奈
良
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
特

別
展
「
舎
利
信
仰
の
美
術
」
で
目
に
し
た
京
都
八
幡
市
の
正
法
寺
所

蔵
の
文
書
の
中
に
「
範
永
生
年
三
十
八
之
年
、
自
一
蓮
御
房
普
賢
光

明
御
舎
利
一
粒
処
分
給
畢
、
件
御
舎
利
元
者
心
蓮
御
房
御
所
持
也
。

数
三
十
七
粒
也
。（
中
略
）
寛
喜
二
年
十
月
七
日
、金
剛
仏
子
範
永
（
花

押
）　

聖
順
房
証
文
（
端
裏

）
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）
」
と
記
さ
れ
た
文
書
の
こ
と
が
強
烈
に

思
い
出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
聖
順
房
と
い
う
房
号
、
範
永
と
い
う

僧
名
は
特
異
な
も
の
で
あ
り
、
筆
者
に
と
っ
て
は
忘
れ
が
た
い
鎌
倉

時
代
の
僧
侶
の
一
人
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

納
入
文
書
の
筆
跡
や
文
章
を
丹
念
に
目
で
追
い
な
が
ら
、
ど
う
し

て
達
磨
宗
教
団
に
加
わ
っ
て
禅
を
学
ん
で
い
た
聖
順
房
範
永
が
、
い

つ
、
い
か
な
る
事
情
か
ら
、
菩
提
山
寺
の
山
内
の
一
院
（
四
十
九
院

か
）
に
移
り
住
み
、
慶
派
仏
師
の
一
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
覚
円
に

清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
像
の
模
刻
造
立
を
注
文
す
る
施
主
と
な
っ
た
の

か
。
右
の
文
書
の
文
面
か
ら
は
そ
の
真
相
を
探
り
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
い
か
な
る
理
由
で
と
い
う
疑
念
解
明
は
今
後
に
課
せ
ら
れ

た
一
つ
の
問
題
点
と
な
ろ
う
。

範
永
が
達
磨
宗
の
教
団
か
ら
離
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
菩
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提
山
寺
の
山
内
に
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
か
な
り
の
年
齢

に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
正
法
寺
所

蔵
の
文
書
に
、
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
の
時
、
範
永
は
三
十
八
歳

で
あ
っ
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
に
は
、

六
十
八
歳
に
な
っ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。
い
っ
た
い
そ
れ
ま
で
の

間
、
範
永
は
ど
こ
で
、
何
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
範
永
が
晩
年
に
移
り
住
ん
だ
菩
提
山
寺
は
、
藤
原
忠

通
の
息
子
の
信
円
が
鎌
倉
時
代
の
は
じ
め
に
再
興
し
た
法
相
宗
の
寺

院
で
、
春
日
信
仰
と
も
格
別
に
縁
が
深
か
っ
た
寺
院
で
あ
る
。
清
水

氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
春
日
信
仰
と
の
深
い
絆
か
ら
、
律
宗
系
と
異
な

る
像
容
形
式
や
全
身
に
金
泥
、
彩
色
、
切
金
を
施
し
た
特
殊
な
表
現

に
よ
る
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
像
の
造
立
が
計
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。す

で
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
は
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
像

の
模
刻
が
流
行
し
た
時
代
で
あ
る
が
、
か
っ
て
能
忍
、
覚
晏
師
弟
が

開
創
し
た
達
磨
宗
に
学
ん
だ
経
歴
を
も
つ
範
永
が
仏
師
覚
円
に
清
凉

寺
式
釈
迦
如
来
像
の
模
刻
を
依
頼
し
た
事
実
は
注
目
し
て
い
い
。
達

磨
宗
の
宗
風
に
馴
染
ん
だ
足
跡
が
あ
る
僧
が
教
団
を
離
れ
た
以
後
に

そ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
話
題
に

な
っ
た
こ
と
が
な
い
。
仏
像
の
像
内
に
納
め
ら
れ
た
一
枚
の
文
書
が

発
見
さ
れ
て
は
じ
め
て
歴
史
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
好
き
一
例
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
達
磨
宗
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
摂
津
水
田
の
三
宝
寺
の

本
尊
は
い
っ
た
い
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
従
来
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
ほ
と
ん
ど
考
察
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
が
、
一
度
、
検
討
し
て

み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
は
た
し
て
拙
庵
徳
光
自
賛
の
達
磨
画
像
が
本

尊
的
な
役
割
を
に
な
っ
て
い
た
だ
け
な
の
か
、
ほ
か
に
木
造
彫
刻
の

釈
迦
如
来
像
と
か
、
普
賢
菩
薩
像
と
か
が
安
置
さ
れ
て
い
た
の
か
ど

う
か
、
三
宝
寺
と
い
う
寺
名
呼
称
、
三
宝
寺
に
伝
来
し
た
六
祖
普
賢

舎
利
と
い
う
法
宝
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
多
少
考
察
し
て
み
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
達
磨
の
画
像
と
は
べ
つ
に
本
尊
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
高
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
点
を
さ
ぐ
る
こ
と
も
ま

た
今
後
の
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

六
、
応
仁
の
乱
で
廃
墟
と
な
る
以
前
の
摂
津
中
嶋
の
三

宝
寺
に
は
子
院
が
い
く
つ
も
あ
っ
た

三
宝
寺
の
子
院
に
つ
い
て
は
、
原
田
正
俊
、
西
岡
秀
爾
両
氏
の
論

文
に
詳
し
い

）
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こ
と
に
原
田
正
俊
氏
は
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）

一
二
月
二
六
日
付
け
の
「
中
島
崇
禅
寺
領
目
録
」
と
い
う
史
料
の
内

容
を
検
討
し
、「
崇
禅
寺
領
の
名
請
人
の
中
に
三
宝
寺
を
始
め
子
院
塔

頭
の
名
が
み
え
、
す
な
わ
ち
三
宝
寺
に
は
、
妙
観
院
、
弥
勒
院
、
西

光
院
、
千
手
院
、
大
日
院
、
地
蔵
堂
、
遍
照
院
、
薬
師
堂
、
吉
祥
院

等
が
存
在
し
た
。」
し
、
さ
ら
に
ま
た
「
崇
禅
寺
領
の
四
至
に
隣
接
し

て
三
宝
寺
田
が
い
く
つ
も
見
え
、
字
名
と
し
て
三
千
沢
・
大
沢
・
板

加
野
・
板
加
野
外
島
開
・
平
田
・
三
千
沢
外
島
・
総
屋
敷
の
辺
り
に
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三
宝
寺
の
所
領
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
三
千
沢
等
は
乳
牛
牧
内

の
字
名
で
、
三
宝
寺
の
す
ぐ
近
く
の
字
と
確
認
で
き
る
の
で
ほ
ぼ
北

中
島
北
東
部
に
三
宝
寺
の
所
領
が
散
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。」
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
と
い
え
ば
、
三
宝
寺
の
開
祖
能
忍
の
活

躍
し
た
時
代
か
ら
は
二
百
年
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
達
磨
宗
の
本
拠

地
に
は
、
多
く
の
所
領
が
あ
り
、
か
つ
仏
、
菩
薩
の
名
を
付
し
た
子
院
、

塔
頭
に
類
す
る
九
つ
の
建
物
が
建
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

宗
風
が
深
く
根
を
下
ろ
し
、
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の

で
あ
り
、
十
分
注
意
を
払
っ
て
い
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
時
期
に
お
け
る
達
磨
宗
の
発
展
を
暗
示
さ
せ
る
出
来
事
で
も

あ
り
、
当
然
の
こ
と
、
御
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
本
尊
の
尊
像
形
態

も
考
察
の
対
象
に
な
ろ
う
。
お
そ
ら
く
は
時
代
が
下
っ
た
時
期
の
達

磨
宗
の
信
仰
活
動
は
能
忍
や
覚
晏
が
在
世
し
て
い
た
時
期
の
信
仰
活

動
と
は
様
変
わ
り
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

七
、 『
大
徳
寺
夜
話
』
に
「
大
日
上
人
」
の
名
に
よ
る

関
連
記
事
が
み
え
る

『
大
徳
寺
夜
話
』
に
「
大
日
上
人
伝
禅
法
、
於
大
恵
弟
子
光
仏
照
。

後
寺
ヘ
推
出
テ
、
魚
肉
ヲ
入
タ
。
地
頭
、
依
嫌
之
停
止
。
虚
空
叫
云
、

大
日
上
人
ハ
、
大
明
眼
テ
、
魚
肉
ヲ
寺
ニ
入
テ
、
停
止
サ
ス
ル
曲
事

チ
ヤ
。
如
旧
入
寺
サ
セ
ヨ
ト
、
其
後
復
魚
肉
ヲ
寺
ニ
入
タ
也
。」（
№

一
六
三
）
と
い
う
法
語
が
収
録
さ
れ
て
い
る

）
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そ
の
書
き
出
し
に
み

え
る
「
大
日
上
人
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
達
磨
宗
の
開
祖
大

日
房
能
忍
の
こ
と
で
あ
り
、「
大
恵
弟
子
光
仏
照
」
と
は
、
大
慧
宗
杲

の
弟
子
の
仏
照
徳
光
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
法
語
は
、「
薫
酒
山
門
に
入
る
を
許
さ
ず
」
と
い
う
標
語
を
連

想
さ
せ
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
が
、
じ
つ
は
仏
照
徳
光
か
ら
禅
法
を

伝
授
し
た
大
日
房
能
忍
が
す
ぐ
れ
た
明
眼
の
僧
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
寺
院
に
魚
肉
を
持
ち
込
む
こ
と
を
停
止
さ
せ
た
曲
者
（
変
人
、

異
常
な
人
）
だ
と
地
頭
が
不
満
を
あ
ら
わ
に
し
、
大
空
に
む
か
っ
て

叫
び
声
を
あ
げ
る
の
で
、
能
忍
は
そ
の
不
当
な
要
求
に
折
れ
て
、
以

後
、
ふ
た
た
び
寺
内
に
魚
肉
を
入
れ
る
こ
と
を
許
し
た
、
と
い
う
趣

旨
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
言
動
の
背
後
に
は
、
あ
る
い
は
、
逃
亡
中

の
平
景
清
を
も
て
な
そ
う
と
、
能
忍
が
弟
子
に
酒
を
買
い
に
行
か
せ

た
と
い
う
有
名
な
逸
話
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
逆
説
的
に
物
語
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
ま
た
文
献
に
は
見
当
た
ら
な
い
珍
し
い

内
容
の
記
事
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
、京
都
の
名
刹
大
徳
寺
で
、

能
忍
の
こ
と
が
物
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
興
味
深
い
一
話
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。

八
、
長
野
県
大
昌
寺
所
蔵
の
『
室
中
秘
書
』
に

「
能
忍
」
に
関
す
る
記
事
が
み
え
る

長
野
県
の
大
昌
寺
に
『
室
中
秘
書
』
と
題
す
る
写
本
が
所
蔵
さ
れ
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て
お
り
、
そ
の
文
中
に
「
其
ノ
頃
、
筑
紫
ノ
博
多
ニ
能
忍
上
人
ト
云

マ
ク
。
彼
上
人
、
遙
大
唐
ノ
育
王
山
住
ス
仏
照
禅
師
ト
云
名
師
ヲ
聞

及
テ
、
達
磨
宗
ト
成
ウ
シ
ト
志
シ
、
練
中
ノ
勝
弁
ト
云
者
ヲ
育
王
山

遣
シ
、
徳
光
禅
師
ニ
一
片
ノ
心
ヲ
ナ
ケ
キ
、
達
磨
ノ
賛
并
法
衣
一
張

ヲ
贈
□
也
。
其
賛
ニ
云
、
直
指
人
心
見
生
成
仏
、
大
蔵
劈
ノ
門
ノ
滄

溟
頓
ニ
渇
、雖
モ
然
徳
ス
神
光
ヲ

争
イ
カ
ン
カ
セ
ン

奈

当
門
ノ
歯
□
ヲ
云
々
。
能
忍
、

此
賛
并
法
衣
誇
テ
、
日
本
ノ
達
磨
宗
ト
号
ス
。
其
後
、
覚
晏
上
人
ト

云
貴
僧
一
人
ア
リ
。
彼
能
忍
、
御
聞
及
テ
博
多
ニ
下
テ
弟
子
ト
ナ
ル
、

故
ニ
多
武
峯
ノ
達
磨
宗
覚
晏
上
人
ト
云
ヒ
伝
ル
也
。
此
ノ
事
ニ
（
ヲ
）

恵
監
（
懐
鑑
）
坊
聞
及
テ
即
捨
テ
我
宗
ヲ
上
ル
洛
陽
ニ
。
二
人
ノ
弟

子
ヲ
ハ
上
セ
リ
山
。
令
落
髪
受
戒
。
我
身
ハ
上
テ
多
武
峯
ニ
、
聞
法

禅
、
則
チ
受
ク
晏
上
人
ノ
弟
子
ト
。」
と
い
う
記
事
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
奥
書
が
な
く
、
そ
の
書
写
年
代
が
明
ら
か
で
な
い
の
が
残
念
で

あ
る
が
、
従
来
に
知
ら
れ
な
い
記
述
内
容
だ
け
に
注
目
し
た
い
。
中

国
の
育
王
山
の
徳
光
か
ら
贈
ら
れ
た
達
磨
の
画
像
に
付
さ
れ
た
賛
文

な
ど
も
引
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
注
目
に
値
す
る
要
文
の
一
つ
と
み

な
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
当
て
字
、
誤
字
が
少
な
く
な
い
の
で
、
十
分
、

注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
記
事
を
め
ぐ
る
真
偽
検
討
は
今

後
の
課
題
に
し
た
い
。

九
、 「
拙
庵
徳
光
賛
達
磨
画
像
」
の
模
写
一
幅

（
寸
松
庵
旧
蔵
）
が
売
立
て
に
出
た

拙
庵
徳
光
か
ら
能
忍
に
印
可
證
明
の
証
拠
品
と
し
て
贈
ら
れ
た「
朱

衣
達
磨
図
」
は
、
顎
鬚
を
豊
か
に
た
く
わ
え
た
僧
侶
の
強
烈
な
個
性

を
表
現
し
た
画
幅
で
あ
る
。
画
面
上
部
に
は
、「
直
指
人
心
見
性
成
仏

　

太
華
擘
開
滄
溟
頓
竭　

雖
然
接
得
神
光　

争
奈
當
門
齒
闕
、
日
本

国
忍
法
師　

遠
遣
小
師
練
中
勝
弁　

来
求
達
磨
祖
師
遺
像
、
大
宋
国

住
明
州
阿
育
王
山
法
孫
徳
光
稽
首
敬
讚　

己
酉
淳
熈
十
六
年
六
月
初

三
日
書
」
と
い
う
徳
光
自
筆
の
賛
文
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
三
年
に
こ
の
画
像
を
詳
し
く
調
査
さ
れ
た
徳
永
弘
道
氏

）
24
（

は
、
そ
の
原
本
は
兵
庫
県
尼
崎
で
古
美
術
店
を
営
む
薮
本
荘
五
郎
氏

の
所
蔵
品
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
画
幅
は
、

絹
本
墨
画
着
色
で
、
法
量
は
た
て
九
十
八
、
〇
、
よ
こ
五
一
、
〇
セ

ン
チ
の
掛
幅
。
箱
入
り
で
、
箱
口
貼
に
は
、
「
渡
辺
家
伝
来
、
宋
人

徳
光
達
磨
画
賛
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
賛
語
は
左
勝
手
に
書
か

れ
て
い
る
が
、
赤
外
線
写
真
を
通
じ
て
賛
文
に
欠
落
箇
所
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
後
世
の
補
彩
が
あ
り
、
後
人
の
補
筆
や
入
墨
が
あ
っ
て
伝

来
当
初
の
美
観
を
か
な
り
損
ね
て
い
る
作
品
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
鎌
倉
時
代
の
初
期
に
能
忍
に
付
与
さ
れ
た
徳
光
賛
達

磨
像
は
、
近
世
に
大
い
に
注
目
を
あ
つ
め
た
よ
う
で
、
そ
の
模
写
作

品
が
い
く
つ
か
伝
わ
っ
て
い
る
。「
原
本
あ
る
い
は
そ
れ
に
非
常
に
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二
八
〇

近
い
存
在
」
で
あ
る
薮
本
氏
所
蔵
の
ほ
か
に
、
京
都
の
天
竜
寺
と
東

京
青
山
の
根
津
美
術
館
に
そ
れ
が
確
認
さ
れ
る
と
し
て
論
文
で
報
告

し
た
こ
と
が
あ
る

）
25
（

が
、
さ
ら
に
も
う
一
幅
、
模
本
が
存
在
す
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
京
都
の
古
美
術
商
思
文
閣
の
売
立
目
録

一
一
四
号
に
写
真
入
り
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

解
説
に
よ
る
と
、
寸
松
庵
旧
蔵
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
写
真
図

版
で
み
る
と
こ
ろ
、
達
磨
の
姿
態
、
面
貌
表
現
と
い
い
、
徳
光
の
賛

文
と
い
い
、
ほ
ぼ
同
一
で
、
模
写
本
も
原
本
に
即
し
て
忠
実
に
写
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
原
本
に
漂
う
厳
し
さ
は
薄
れ
、
柔
和

な
顔
立
ち
の
達
磨
に
写
さ
れ
て
い
て
、
多
少
の
物
足
り
な
さ
、
迫
力

に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
近
世
に
な
っ
て
描
か
れ

た
と
推
定
さ
れ
る
模
写
画
で
あ
る
。

薮
本
本
で
は
、
画
像
と
賛
文
の
間
に
余
白
と
い
う
も
の
が
な
い
の

に
、
天
竜
寺
と
根
津
美
術
館
と
思
文
閣
の
三
幅
に
は
、
画
像
と
賛
文

の
間
に
大
き
な
余
白
が
あ
る
こ
と
、
薮
本
本
に
「
傾
竭
」
と
記
さ
れ

て
い
る
賛
文
の
文
字
が
、
他
の
三
幅
で
は
「
頓
竭
」
と
書
か
れ
て
い

る
と
い
う
相
違
点
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
賛
文
の
表
記
上
の

意
味
か
ら
は
、「
傾
竭
」
が
適
当
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
に
こ
の
達
磨
画
像
は
模
写
さ
れ
続
け
た
の
か
。
今
は
類
推
に

し
か
す
ぎ
な
い
が
、
近
世
に
茶
道
が
盛
ん
に
な
り
、
床
の
間
に
飾
る

掛
け
軸
に
ふ
さ
わ
し
い
一
幅
と
し
て
愛
玩
さ
れ
た
か
ら
か
も
知
れ
な

い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
達
磨
画
像
こ
そ
、
宋
国
か
ら
わ
が
国
に
将

来
さ
れ
た
禅
宗
祖
師
画
の
最
初
期
の
遺
品
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
画
像

に
添
え
ら
れ
た
賛
文
が
南
宋
禅
林
の
名
僧
、
拙
庵
徳
光
の
遺
墨
で
あ

る
こ
と
が
格
別
に
好
ま
れ
た
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。
江
戸
時
代
に

模
写
さ
れ
た
徳
光
賛
達
磨
像
が
三
幅
も
遺
存
し
て
い
る
事
実
は
注
目

す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

摂
津
水
田
の
三
宝
寺
、
京
都
東
山
の
庵
室
、
大
和
の
多
武
峰
、
そ

し
て
越
前
の
波
着
寺
な
ど
を
拠
点
と
し
た
達
磨
宗
の
宗
風
は
、
惜
し

く
も
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
が
、
開
祖
能
忍
に
関
わ
る
徳
光
賛
達
磨
像

は
、
茶
道
の
世
界
に
長
ら
え
て
生
き
続
け
、
歴
史
の
ひ
と
こ
ま
を
語

り
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

む
す
び
に

達
磨
宗
の
信
仰
活
動
の
足
跡
、
摂
津
中
島
水
田
に
お
け
る
三
宝
寺

教
団
の
消
長
な
ど
に
関
し
て
は
、
鷲
尾
順
敬
、
大
久
保
道
舟
、
辻
善

之
助
、
柳
田
聖
山

）
26
（

、
石
井
修
道

）
27
（

、
石
川
力
山

）
28
（

、
船
岡
誠

）
29
（

、
中
尾
良
信

）
30
（

諸
氏
ら
の
緻
密
精
細
な
研
究
成
果
が
あ
り
、
お
お
よ
そ
の
終
止
符
が

打
た
れ
た
か
の
印
象
を
抱
か
れ
た
人
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
と

に
二
〇
〇
五
年
に
吉
川
弘
文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
中
尾
良
信
著
『
日

本
禅
宗
の
歴
史
と
伝
説
』
は
、
現
存
す
る
関
係
資
料
を
網
羅
し
た
最

新
の
成
果
で
、
も
う
こ
れ
以
上
に
追
加
さ
れ
る
情
報
と
進
展
は
望
め

な
い
か
と
も
予
想
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
あ
に
は
か
ら
ん
や
、

平
成
二
〇
年
七
月
十
八
日
に
、
名
古
屋
真
福
寺
大
須
文
庫
を
会
場
に

し
て
展
示
公
開
さ
れ
た
『
伝
心
法
要
』
＋
『
宛
陵
録
』
＋
『
書
名
未



達
磨
宗
に
関
す
る
補
足
事
項
（
高
橋
）

二
八
一

詳
（
か
な
が
き
法
語
集
）』
の
三
巻
一
冊
と
い
う
書
冊
形
式
を
も
っ
た

写
本
の
出
現
、
そ
し
て
そ
の
禅
籍
の
書
誌
解
明
を
担
当
さ
れ
た
和
田

有
希
子
氏
の
報
告
発
表
は
衝
撃
的
な
で
き
ご
と
で
反
響
も
大
き
く
、

感
慨
も
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。

達
磨
宗
の
布
教
の
実
態
を
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
し
た
い
と
願

う
研
究
者
は
少
な
く
な
い
。
筆
者
も
先
学
の
驥
尾
に
ふ
し
て
関
心
を

寄
せ
て
き
た
一
人
で
あ
る
が
、
拾
遺
す
べ
き
も
の
は
ま
だ
ま
だ
あ
る

可
能
性
が
あ
る
。
達
磨
宗
に
か
か
わ
る
関
係
資
料
は
、
い
つ
、
ど
こ

か
ら
ひ
ょ
こ
り
出
て
く
る
か
知
れ
な
い
。
時
に
は
古
寺
の
経
蔵
の
中

か
ら
、
あ
る
い
は
未
修
理
の
仏
像
の
像
内
か
ら
発
見
さ
れ
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
岐
阜
の
即
心
院
に
伝
来
し
た
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来

像
の
像
内
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
一
通
の
文
書
か
ら
あ
ら
た
め
て
、
種
々

の
資
料
や
関
係
す
る
要
文
記
事
の
拾
い
集
め
は
、
今
後
も
継
続
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
深
く
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
バ
ラ
バ
ラ
に
離
散
し
て
い
た
『
伝
心
法
要
』
の
写

本
を
根
気
よ
く
整
え
、
当
初
の
原
型
装
丁
に
復
元
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
悪
戦
奮
闘
さ
れ
た
関
係
者
（
末
木
、
和
田
、
牧
野
、
米
田
各
氏
）

の
努
力
を
心
か
ら
称
え
た
い
。

本
稿
は
、
東
京
大
学
の
末
木
教
授
か
ら
達
磨
宗
に
関
わ
る
新
た
な

禅
籍
の
出
現
を
知
ら
さ
れ
、
か
つ
コ
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に

促
さ
れ
て
、
書
く
意
欲
が
沸
き
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
末
木
氏
に

厚
く
感
謝
し
た
い
。
こ
の
原
稿
を
書
き
綴
っ
て
い
た
折
に
、
一
周
忌

を
迎
え
ら
れ
た
柳
田
聖
山
博
士
の
追
悼
文
集
が
届
い
た
。
博
士
は
『
祖

堂
集
』
の
世
界
的
な
研
究
者
で
あ
ら
れ
た
が
、
ま
た
達
磨
宗
研
究
の

第
一
人
者
で
も
あ
ら
れ
た
。
こ
の
さ
さ
や
か
な
内
容
の
報
告
論
文
を

博
士
の
膝
下
に
送
付
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
残
念
至
極

に
思
う
次
第
で
あ
る
。

注（
1
） 

高
橋
秀
栄
「
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
禅
宗
の
性
格
（
序
）」（『
宗
学
研

究
』
第
十
三
号
、
昭
和
四
十
六
年
）

（
2
） 

た
と
え
ば
、
佐
橋
法
龍
『
道
元
の
全
一
的
仏
法
』（『
日
本
曹
洞
宗

史
論
考
』
昭
和
二
十
七
年
）、
今
枝
愛
真
『
禅
宗
の
歴
史
』（
日
本

歴
史
新
書
、
昭
和
三
十
七
年
）、
嗣
永
芳
照
「
日
本
曹
洞
宗
に
於

け
る
大
日
能
忍
の
達
磨
宗
の
消
長
」（『
書
陵
部
紀
要
』
第
十
八

号
、
昭
和
四
十
一
年
）、
矢
島
智
津
子
「
禅
宗
成
立
期
に
お
け
る
日

本
達
磨
宗
の
位
置
」（『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
六
号
、
昭
和

四
十
五
年
）
な
ど
が
発
表
さ
れ
て
い
た
程
度
で
あ
る
。

（
3
） 

鷲
尾
順
敬
「
大
日
房
能
忍
の
達
磨
宗
の
首
唱
及
び
道
元
門
下
の
関

係
」（『
日
本
及
日
本
人
』
第
三
三
八
号
、
昭
和
十
一
年
）

（
4
） 

大
久
保
道
舟
「
道
元
禅
師
の
僧
団
結
成
と
そ
の
会
下
の
僧
衆
」（『
駒

沢
大
学
学
報
』
第
一
輯
、
昭
和
十
六
年
）

（
5
） 
辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
第
三
巻
、
中
世
篇
之
二
（
岩
波
書
店
、

昭
和
二
十
四
年
）

（
6
） 

高
橋
秀
栄
「
大
日
房
能
忍
と
達
磨
宗
に
関
す
る
史
料

（一）
・

（二）
」（『
金

沢
文
庫
研
究
』
第
二
三
九
・
二
四
二
号
、
昭
和
五
十
二
年
）
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二
八
二

（
7
） 

和
田
有
希
子
「
新
出
初
期
禅
宗
聖
教
断
簡
の
復
元
と
研
究
」（『
プ

レ
・
カ
ン
フ
ア
レ
ン
ス　

真
福
寺
大
須
文
庫
聖
教
展
観
―
中
世
宗

教
テ
ク
ス
ト
の
世
界
―
』（
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
平

成
二
〇
年
）

（
8
） 

田
島
柏
堂
「
日
本
曹
洞
印
書
史
の
研
究
」（『
小
出
有
三
先
生
古
稀

記
念
論
文
集
』
昭
和
三
十
八
年
）

（
9
） 『
仏
教
考
古
学
講
座
』
第
三
巻

（
10
） 

千
葉
正
「
中
世
真
言
密
教
の
禅
宗
観
」（
『
宗
学
研
究
』
第
四
十
四

号
、
平
成
十
四
年
）

（
11
） 

高
橋
秀
栄
「
私
家
版
日
本
中
世
の
天
台
僧
人
名
辞
典
」（
平
成
十
七
年
）

（
12
） 

村
上
素
道
『
永
平
寺
二
祖
孤
雲
懐
奘
禅
師
』（
京
都
永
興
寺
内
参
禅

会
本
部
、
昭
和
二
年
）

（
13
） 

鈴
木
省
訓
「
訓
註
『
誠
拙
禅
師
語
録
』
そ
の
三
」（「
駒
沢
女
子
短

期
大
学
研
究
紀
要
」
第
二
十
三
号
、
平
成
二
年
）

（
14
） 

石
井
修
道
「
正
法
寺
文
書
よ
り
み
た
日
本
達
磨
宗
の
性
格
」（『
仏

教
学
』
第
三
十
五
号
、
平
成
五
年
）

（
15
） 『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
二
四
五
頁

（
16
） 

宮
崎
英
修
「
教
機
時
国
抄
に
み
ら
れ
る
大
日
仏
陀
―
大
日
仏
陀
と

大
日
仏
地
―
」（『
大
崎
学
報
』
第
一
三
六
号
、
昭
和
五
十
八
年
）

（
17
） 『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
（
編
纂
者
代
表
・
水
野
敬
三
郎

鎌
倉
時
代
、
造
像
銘
記
篇
1
、
図
版
九
十
一
頁
、
中
央
公
論
美
術

出
版
、
平
成
十
五
年
）

（
18
） 

青
木
淳
「
快
慶
作
遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
の
結
縁
交
名
―
像
内
納

入
品
資
料
に
見
る
中
世
信
仰
者
の
「
結
衆
」
と
そ
の
構
図
―
」（『
仏

教
史
学
研
究
』
第
三
十
八
巻
二
号
、
平
成
七
年
）。
同
「
仏
師
快
慶

と
天
台
関
係
の
造
像
活
動
」（『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
第
七
巻

二
号
、
平
成
十
五
年
）

（
19
） 

高
橋
秀
栄
「
三
宝
寺
の
達
磨
宗
門
徒
と
六
祖
普
賢
舎
利
」（『
宗
学

研
究
』
第
二
十
六
号
、
昭
和
五
十
九
年
）

（
20
） 

清
水
真
澄
「
岐
阜
・
即
心
院
の
清
涼
寺
式
釈
迦
如
来
像
」（『
仏
教

芸
術
』
第
二
六
〇
号
、
毎
日
新
聞
社
、
平
成
十
四
年
）。
ち
な
み
に

こ
の
仏
像
は
、
平
成
二
〇
年
十
月
三
日
か
ら
十
二
月
七
日
ま
で
の

期
間
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
で
の
特
別
展
「
釈
迦
追
慕
」
で
展

示
さ
れ
た
。

（
21
） 

中
尾
良
信
「
摂
津
三
宝
寺
関
係
史
料
」（『
曹
洞
宗
研
究
紀
要
』
第

十
八
号
、
昭
和
六
十
一
年
）。
筆
者
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
の
学
芸

課
長
で
あ
っ
た
河
田
貞
氏
か
ら
、
写
真
の
複
写
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
、
こ
の
文
書
の
文
面
を
翻
刻
し
た
た
め
、
端
裏
に
「
聖
順
房

証
文
」
の
五
文
字
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
後

日
、
中
尾
氏
が
こ
の
端
裏
を
も
丁
寧
に
翻
刻
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
即
心
院
の
仏
像
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
聖
順
房
範
永
」
と
達
磨

宗
の
関
係
文
書
に
み
え
る
「
範
永
」
と
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と

を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
22
） 
原
田
正
俊
「
達
磨
宗
と
摂
津
国
三
宝
寺
」（『
有
坂
隆
道
先
生
古
稀

記
念
論
集
』
平
成
三
年
）、
西
岡
秀
爾
「
摂
津
中
嶋
三
宝
寺
と
そ
の

周
辺
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
十
五
巻
二
号
、平
成
十
九
年
）



達
磨
宗
に
関
す
る
補
足
事
項
（
高
橋
）

二
八
三

（
23
） 

飯
塚
大
展
「
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
大
徳
寺
夜
話
』
を
め
ぐ
っ
て

（
一
）
―
資
料
編
―
」（『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
第
十
号
、
平

成
十
一
年
）

（
24
） 

朝
日
新
聞
社
発
行
の
古
美
術
研
究
誌
『
国
華
』
九
二
九
・
九
三
〇
の

両
号
に
詳
細
な
調
査
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
25
） 

高
橋
秀
榮
「
大
日
房
能
忍
に
附
与
さ
れ
た
達
磨
画
像
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
宗
学
研
究
』
第
二
十
九
号
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
）

（
26
） 

柳
田
聖
山
「
日
本
達
磨
宗
は
何
を
説
い
た
か
」（
人
類
の
知
的
遺
産

16
『
ダ
ル
マ
』、
昭
和
五
十
六
年
九
月
）

（
27
） 

石
井
修
道
「
仏
照
徳
光
と
日
本
達
磨
宗
―
金
沢
文
庫
所
蔵
「
成
等

正
覚
論
」
を
て
が
か
り
と
し
て
―
（
上
）（
下
）」（『
金
沢
文
庫
研
究
』

第
二
二
二
・
二
二
三
号
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
・
十
二
月
）

 

石
井
修
道
「
日
本
達
磨
宗
の
性
格
」（『
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』

第
十
六
号
、
平
成
十
四
年
三
月
）

（
28
） 

石
川
力
山
「
達
磨
宗
の
相
承
物
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
第

二
十
六
号
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
）

 

石
川
力
山
「
越
前
波
着
寺
の
行
方
」（『
宗
学
研
究
』
第
二
十
八
号
、

昭
和
六
十
一
年
三
月
）

（
29
） 

船
岡　

誠
「
日
本
禅
宗
史
に
お
け
る
達
磨
宗
の
位
置
」（『
宗
学
研
究
』

第
二
十
六
号
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
）

 

船
岡　

誠
「
能
忍
と
達
磨
宗
の
創
唱
」（『
日
本
禅
宗
の
成
立
』
所
収
、

吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
二
年
）

（
30
）
中
尾
良
信
「
能
忍
没
後
の
達
磨
宗
」（『
宗
学
研
究
』
第
二
十
七
号
、

昭
和
六
十
二
年
三
月
）

 

中
尾
良
信
「
達
磨
宗
の
展
開
に
つ
い
て
」（『
禅
学
研
究
』
第

六
十
八
号
、
平
成
二
年
三
月
）


